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	ココロネクラブ防犯訓練を実施しました 
	不審者侵入時の対応手順の確認及び職員の危機管理意識の向上を目的として防犯訓練を実施しました。 
	当日は兵庫県警東灘警察署の生活安全課にご協力頂きました。 
	◆ 訓練の流れ 
	1.不審者役の警察官が事業所玄関に登場​⇒ 職員が異変に気づき対応、周囲に知らせて避難行動を開始。 
	2. 児童全員を安全なスペースに移動​⇒ 職員が安全確認を行いながら、声をかけて誘導。 
	3.避難先で職員がすぐさま通報・不審者対応と分担し行動​⇒ 警察へ通報したことをどう不審者に知らせるか、施錠をどうするか、さすまたの使用をどうするかなど職員も色々試案。 
	4. 訓練後の振り返り・意見交換​⇒ 東灘警察署生活支援課の方より訓練後の振り返りと総評を頂き、職員から意見交換や質問などを行いました。 
	 
	 
	訓練時の総評 

